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妊娠・乳幼児期

（妊婦・就学前）

次世代

（学童期・思春期）

成壮年期

（20歳～64歳）

高齢期

（65歳以上）

【基本的視点】

【重点目標】

【分野別目標】

健康寿命の延伸を目指して健康寿命の延伸を目指して健康寿命の延伸を目指して健康寿命の延伸を目指して

～地域と共に～地域と共に～地域と共に～地域と共に 一人ひとりが健康づくり～一人ひとりが健康づくり～一人ひとりが健康づくり～一人ひとりが健康づくり～

生活習慣病の発生活習慣病の発生活習慣病の発生活習慣病の発

症予防と重症化症予防と重症化症予防と重症化症予防と重症化

予防予防予防予防

生活習慣の改善生活習慣の改善生活習慣の改善生活習慣の改善

に向けた取組みのに向けた取組みのに向けた取組みのに向けた取組みの

推進推進推進推進

健康を支え、守る健康を支え、守る健康を支え、守る健康を支え、守る

ための社会環境のための社会環境のための社会環境のための社会環境の

整備の推進整備の推進整備の推進整備の推進
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【区別の目標】

西区 北区 大宮区 見沼区 中央区

桜区 浦和区 南区 緑区 岩槻区

【基本的視点】【基本的視点】【基本的視点】【基本的視点】

【分野】【分野】【分野】【分野】

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ 若い世代から、健康づく若い世代から、健康づく若い世代から、健康づく若い世代から、健康づく

りを意識した生活スタイりを意識した生活スタイりを意識した生活スタイりを意識した生活スタイ

ルの獲得ルの獲得ルの獲得ルの獲得

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ 地域の環境や社会資源を地域の環境や社会資源を地域の環境や社会資源を地域の環境や社会資源を

活用した健康づくり活用した健康づくり活用した健康づくり活用した健康づくり

【重点目標】【重点目標】【重点目標】【重点目標】

基本方針基本方針基本方針基本方針

基本的視点基本的視点基本的視点基本的視点

重点目標重点目標重点目標重点目標

分野分野分野分野

区別の目標区別の目標区別の目標区別の目標

第 1 章 
中間評価に 
あたって 

第１節│中間評価の趣旨 

 さいたま市ヘルスプラン２
１（第２次）（以下「本計画」
という）は、市⺠⼀⼈ひとり
が生涯を通じて健やかでいき
いきとした生活を営むことが
できることを目的として、平
成 25 年度から平成 34 年度ま
での 10 年間を計画期間とし
て策定しました。 

 

 この計画では、計画の中間
年を目途に⾒直しを⾏うこと
としていることから、平成 29

年度は、これまでの取組状況、
市⺠の健康状況、健康意識や
⾏動の変化等を考慮し、中間
評価を⾏いました。この評価
を基に、後期 5 か年の健康づ
くりの取組の方向性を示すも
のです。 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            
1 ライフステージ：⼈間の⼀生におけるそれぞれの段階。学齢期（6〜15 歳）・⻘年期（16〜24 歳）・成⼈期（25

〜39 歳）・壮年期（40〜64 歳）・高齢期（65 歳以上）など。 

【計画の体系図】 
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第２節│計画の目標 

（１）重点目標 

 本計画では、２つの重点目標を定め、それぞれについて施策展開を図ることとしてい
ます。 

 

 

重点目標Ⅰ 
若い世代から、健康づくりを意識した生活スタイルの獲得 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標Ⅱ 
地域の環境や社会資源を活用した健康づくり 

 

 

 

 

 

 

  

禁煙 節酒 バラン
スのとれた食事 
運動 適正体重 

「始めよう!! 
できることから 
ひとつでも」 

２ 

「確かめよう!! 
年に 1 度は 
健康チェック」 

３ 

「取組もう!! 
身近な地域で 
家族や仲間と 
健康づくり」 

特定健康診査・が
ん検診の受診によ
る健康チェック 

コミュニケーショ
ンを活用した健康
づくり 

１ 

運動・ウォーキン
グの普及と地域
への愛着の醸成 

２ 

地域のコミュニ
ティを活用した
健康づくり 
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（２）分野別目標 

１ がんの予防  がんの予防と早期発⾒の推進 

２ 循環器疾患・糖尿病の予防  予防と早期発⾒・早期治療の推進 

３ ⻭・⼝腔の健康  生涯を通じた⻭と⼝腔の健康の維持・向上 

４ 栄養・食生活  １日３食バランスのとれた食生活の推進 

５ 身体活動・運動  積極的な身体活動と運動習慣の形成 

６ 休養・こころの健康  睡眠と休養の確保、ストレスの解消 

７ 喫煙  受動喫煙の防止と禁煙 

８ 飲酒  節度ある飲酒と未成年者の飲酒防止 

 

 

第３節│計画の進行管理と評価 

（１）さいたま市健康づくり推進協議会 

 本市では、本計画を市⺠、関係機関、事業者及び⾏政が⼀体となって推進するため、
「さいたま市健康づくり推進協議会（以下「協議会」という）」を設置しています。協
議会では、本計画の取組の進捗や目標の達成状況の評価及び新たな課題の整理等を⾏っ
ています。 

 

（２）「さいたま市健康づくり及び食育についての調査」 
および「さいたま市食育についての調査」について 

 本計画の中間評価にあたって、平成 28 年度に市⺠を対象とした「さいたま市健康づ
くり及び食育についての調査」、平成 29 年度に「さいたま市食育についての調査」を
実施し、市⺠の意識や健康づくりの状況を把握し、後期５か年の方向性を定める参考と
しました。 

また、さいたま市健康づくり推進協議会において、この調査結果や関連データ、取組
状況を基に中間評価を⾏いました。 


